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３
月
の
定
例
議
会
で
水
道
料
金
改
定
に
伴
う
立
科
町
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
水
道
料
金
改
定
で
は
、
補
償
金
免
除
制
度
の
起
債
償
還
を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
水
道
事
業
会
計
に
余
裕
が
生
じ
、
料
金
の
一
部
を

値
下
げ
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
改
定
内
容
は
、
基
本
料
金
を
２
ヶ
月
で
４
０
０
円
、
蓼
科
地
区

の
超
過
料
金
を
上
水
道
超
過
料
金
と
同
額
ま
で
引
き
下
げ
を
し
ま
し

た
。
今
ま
で
超
過
料
金
が
上
水
道
と
夢
の
平
・
白
樺
湖
簡
易
水
道
で
料

金
に
格
差
が
あ
っ
た
も
の
を
上
水
道
料
金
に
合
わ
せ
統
一
し
ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
経
営
努
力
を
し
、
皆
様
の
快
適
な
生

活
の
た
め
に
安
全
で
お
い
し
い
水
の
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

夢の平・白樺湖簡易水道
①基本料金2,800円＋②超過分4,000円＋③超過分2,100円

＝小計8,900円＋量水器使用料560円＝9,460円×消費税＝合計9,933円
水道料金9,930円　

一般家庭用（別荘）で50裙使用の場合（2ヶ月分で量水器13㍉使用）
①基本料金 2,400 円（2,800 円）……………………基本水量 20裙
②超過分　1 裙～20裙まで 170 円（200 円）……超過水量 20裙
③超過分　21裙～50裙まで 200 円（210 円）……超過水量 10裙

（改定前）

上水道、姥・中尾・美上下簡易水道
①基本料金2,800円＋②超過分3,400円＋③超過分2,000円
＝小計8,200円＋量水器使用料560円＝8,760円×消費税＝合計9,198円
水道料金9,190円

（改定前）

上水道、姥・中尾・美上下・夢の平・白樺湖簡易水道
①基本料金2,400円＋②超過分3,400円＋③超過分2,000円
＝小計7,800円＋量水器使用料560円＝8,360円×消費税＝合計8,778円
水道料金8,770円

（改定後）

水
道
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

一
部
料
金
の
値
下
げ
を
し
ま
す

例

水道料金計算例    ※10 円未満切り捨て
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改　定　料　金　表
用途別基本料金表比較（2ヶ月）

用　　途　　別 基 本 水 量 基 本 料 金 改     定
1. 一 般 家 庭 用 20裙 2,800円 2,400円
2. 営    業    用 40裙 6,300円 5,900円
3. 臨  時  給  水 40裙 9,600円 9,200円
4. 部落・公会所・ゲートボール場 20裙 1,500円 1,100円
5. 別          荘 20裙 2,800円 2,400円
6. 休栓（1年以上） 1,400円 1,000円

超過料金表　別荘・一般家庭用他（夢の平・白樺湖簡易水道）

超過使用水量（裙） 段階別使用水量 1裙当たりの金額 改     定
1～20 20裙 200円 170円
21～50 30裙 210円 200円
51～100 50裙 240円 210円
101～180 80裙 250円 240円
181以上 280円 250円

超過料金表　営業用他　（夢の平・白樺湖簡易水道）　　　　
超過使用水量（裙） 段階別使用水量 1裙当たりの金額 改     定

1～20 20裙 200円 170円
21～50 30裙 210円 200円
51～100 50裙 240円 210円
101～160 60裙 250円 240円
161～460 300裙 280円 250円
461～2,960 2,500裙 290円 280円
2,961以上 310円 290円

上下水道係
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時
の
人

第84代長野県議会議長
寺島義幸さん（日向）

に
、
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
よ
う
采
配
を
振
る

い
た
い
」
。

（
長
野
県
政
タ
イ
ム
ス
よ
り
抜
粋
）

寺
島
県
議
会
議
長
よ
り
一
言

３
月
15
日
の
県
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
第

84
代
県
議
会
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
、

身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
20
年
に
わ
た
り
地
元
地

域
の
多
く
の
皆
様
方
に
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し

た
お
か
げ
さ
ま
の
賜
物
で
あ
り
、
衷
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
分
権
改
革
が
更
に
進
め
ば
、
二
元
代
表

制
の
一
翼
を
担
う
議
会
の
役
割
は
益
々
重
要
に

な
る
と
考
え
ま
す
。
県
民
が
安
心
し
て
生
活
が

で
き
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る
県
土
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
議
長
の
大
任

を
果
た
す
べ
く
全
力
で
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。そ

し
て
、
今
日
ま
で
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し

た
ご
恩
に
お
報
い
す
べ
く
、
愛
郷
の
精
神
で
町

長
さ
ん
や
議
会
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
、
人
と
自
然
が
輝
く
立
科
町
の
更

な
る
発
展
の
た
め
に
懸
命
に
働
い
て
ま
い
り
ま

す
。今

後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
県
議
会
で
の
主
な
経
歴

議
会
運
営
委
員
長
、
総
務
警
察
委
員
長
を
歴
任

37
歳
で
県
議
の
椅
子
に
初
挑
戦
し
、
初
当
選

し
た
平
成
３
年
４
月
30
日
の
県
議
選
。
当
時
の

県
会
で
年
齢
が
一
番
若
く
、
し
か
も
現
職
を
破

っ
て
の
ト
ッ
プ
当
選
。
そ
れ
か
ら
連
続
５
期
当

選
。
２
月
定
例
県
議
会
議
長
選
（
３
月
15
日
）

で
、
全
会
一
致
の
指
名
推
選
に
よ
り
第
84
代
議

長
に
選
出
さ
れ
た
。

今
回
の
議
長
選
は
全
会
一
致
で
の
指
名
選
挙

に
よ
り
、
無
投
票
で
議
長
に
。
次
期
県
議
選

（
来
春
４
月
）
直
前
の
議
長
。｢

第
１
党
は
じ

め
各
会
派
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
運
が
よ
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す｣

と
低
姿
勢
。
議
長
就
任

直
後
の
会
見
で
、
昨
年
10
月
に
議
会
の
基
本
理

念
や
県
議
の
活
動
原
則
な
ど
を
定
め
た
議
会
基

本
条
例
に
ま
ず
言
及
。
「
こ
の
条
例
を
ど
う
具

現
化
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
」
。
言
葉
は
短
い

が
、
核
心
を
衝
い
て
鋭
い
。
「
議
長
と
し
て

は
、
本
会
議
場
の
品
格
を
損
な
わ
な
い
よ
う

こ
の
４
月
１
日
よ
り
蓼
科
高
等
学
校
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
宮
坂
晃
で
す
。

蓼
科
高
校
は
昔
か
ら
町
と
の
繋
が
り
が
深

く
、地
域
に
愛
さ
れ
て
い
る
学
校
で
あ
る
こ
と
を

遠
い
地
で
も
お
聞
き
し
て
羨
ま
し
く
思
っ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
高
校
で
あ
る
か
ら
こ
そ
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
、学
ぶ
喜
び
、伸
び
る
喜
び
、生
き
る

喜
び
を
実
感
で
き
る
高
校
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
陰
に
陽
に
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
異
動
で
、上
田
警
察
署
か
ら
佐
久

警
察
署
・
芦
田
警
察
官
駐
在
所
に
配
属
と
な
り

ま
し
た
、田
中
康
則
と
申
し
ま
す
。

私
は
、長
野
県
の
警
察
官
を
拝
命
し
て
、今
年

で
二
十
二
年
目
に
な
り
ま
す
。

出
身
地
は
、長
野
県
塩
尻
市
で
、家
族
は
、妻

に
小
学
校
２
年
の
長
男
、保
育
園
の
年
中
に
な

る
次
男
の
４
人
家
族
で
す
。

皆
様
が
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、安
全
な
地
域

社
会
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新任者紹介

上
田
市
立
西
内
小
学
校
か
ら
転
任
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

自
然
豊
か
な
環
境
で
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く

伸
び
や
か
に
活
動
し
て
い
る
姿
に
心
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。
学
校
教
育
目
標「
進
ん
で
考

え
、思
い
や
り
を
も
っ
て
、た
く
ま
し
く
生
き
る

子
ど
も
」の
具
現
に
向
け
て
、家
庭
や
地
域
と
連

携
し
な
が
ら
、皆
で
力
を
合
わ
せ
て
、取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
支
援
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

立科小学校長
高野眞一 先生

蓼科高等学校長
宮坂晃 先生

芦田駐在所
田中康則 さん
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職名 氏　名
平成22年度立科町消防団幹部名簿

立科町消防団幹部構成決まる
平成22年度立科町消防団幹部及び新入団員任命式が

4月2日権現山運動公園屋内運動場で行われました。
分団長以下の新幹部（分団長、副分団長、班長）52名、新

入団員32名に箕輪団長より辞令が交付されました。
4月4日には、川西消防署員の指導の下、幹部訓練、新入

団員訓練が実施されました。立科町消防団は総勢393名
で、災害防止活動に取り組みます。

消防力強化に向けて
消防団救助資機材搭載型車両配備

消防庁の緊急地域安全対策事業により、立
科町が救助資機材搭載型車両の無償貸付を
受け、蓼科分団へ配備しました。

この車両は、小型動力ポンプ、エンジンカ
ッターなど救助のための様々な機材が搭載
された車両です。今後、訓練を積んで、救助
時に有効活用できるよう努めていきます。

箕輪 義則
大島 龍太郎
村松 浩喜
掛川　実
竹重 和明

団長
副団長

ラッパ長
副ラッパ長

本部長

分団名 分団長 副分団長
町 今井 総一郎 伊藤 正貴

古町 竹内 誉士 岩下 洋平
野方 重田 理範 尾美 哲也
赤沢 荻原 秀一 田口　仁
塩沢 宮下 淳一 宮下 和幸

西塩沢 市川 峰之 田中　述
藤沢 関　淳一 矢島　亨
桐原 宮澤 智昭 宮澤　稔
細谷 高岩 史和 黒澤 和憲
山部 関　俊之 永井 真路
牛鹿 中澤 英樹 浦野 正紀
外倉 今井 秀和 佐藤 智明
宇山 遠山　敬 松岡 一郎

茂田井 箕輪 篤志 中島 大輔
蓼科 新村 昌宏 佐々木 好一郎
大城 丸山 金信 茂木 泰弘

中尾特別班 小林　淳
女性消防隊 柘植 香織 牧　由紀

頁 項目 詳細 訂正後

2
平成22年度
予算の概要

予算総額 72億8,193万円
特別会計 36億693万円
下から２行目「予算より」の後 5,003万円減の72億8,193万円
下から１行目「比率」の後 0.7%減
支出　22 年度 591,096
増減額　支出 58,686
前年度比（％） 11.0
支出　22 年度 1,087,012
増減額　支出 △18,418
前年度比（％） △1.7
22 年度予算 7,281,929
増減額 △50,032
前年度比（％） △0.7

5

公
営
企
業
会
計

収
益
的

索
道
事
業

合計

予算総額

「お詫びと訂正」
４月号に誤りがありました。

ここにお詫びして訂正します。

11 ページ　
２段中８行目　

【誤】山浦【正】出浦
18 行目　

【誤】軽井沢西小学校
【正】軽井沢西部小学校　　　　　

３段中 13 行目　
【誤】穂刈【正】穂苅
39 ページ　立科町のデータ　人口
【誤】２０１０年１月１日
【正】２０１０年２月１日

※４月号2・5ページの記載内容を、以下のとおり訂正いたします。

庶務係
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平成 22 年度　立科町 農作業労働賃金・機械作業料金協定表

草刈り作業 １時間当たり １，１００円 機械・燃料代含む

果樹剪定作業 １時間当たり １，２５０円 

その他一般農作業 １日当たり ６，４００円 １時間８００円

プラウ作業は両者話し合いによる

機
械
作
業

耕
　
起

基盤整備田 １０ａ当たり ６，８００円

未 整 備 田 １０ａ当たり ７，３００円 

基盤整備畑 １０ａ当たり ６，８００円

未 整 備 畑 １０ａ当たり ７，３００円 

畑鋤
起

こ
し １０ａ当たり ９，２００円 

基盤整備田代
か
き

田
植
え

１０ａ当たり ６，３００円

未 整 備 田 １０ａ当たり ７，１００円

植付けのみ
補助作業従事者は委託者負担
農家の余り苗は１箱３００円程度

結束紐付き、湿田・倒伏は割増料金

基盤整備田 １０ａ当たり ８，７００円 

未 整 備 田 １０ａ当たり ９，２００円

側条施肥田植え １０ａ当たり １１，２００円

バインダー稲刈 １０ａ当たり １０，５００円 

全カッター料金（結束は割増料金）
湿田・倒伏は割増料金
もみ運搬料は別途

自脱式コンバイン １０ａ当たり ２２，４００円 

ハーべスター脱穀 １０ａ当たり ８，８００円 

状況に応じて両者の話し合いとする畦塗り １ｍ当たり ５５円 

１００ｍを基準とし
状況に応じて両者の話し合いとする

溝掘り
ほ場１枚
当たり

２，０００円 

状況に応じて両者の話し合いとする
持ち出しについては耕作者負担とする

ロールベーラー
（コンバインカッターわらロール結束）

１０ａ当たり ３，５００円 

ロータリー12～15㎝耕起を
標準とする

作業の種類・区分 単    位 標準賃金・料金 摘            要

農業委員会では、平成 22年度の農作業労働賃金と農業機械作業料金を次の表のとおり決定しました。
受託者・委託者双方が納得し、農業労働力・機械作業の調整を円滑に進めるために、関係機関で組織

する協定会議で決定したものです。

平成２２年度　農作業労働賃金と機械作業料金決まる

（１）農作業賃金は１日実労働８時間を基準とし、作業の程度及び労働時間の超過・短縮に係る
賃金は両者話し合いとします。

（２）作業の困難なほ場（作業の難易・土質・ほ場の大小等）については、両者話し合いとします。
（３）機械作業料金には消費税の５％は含まれていません。

※機械移動の際は、ほ場内で土を落とし、道路に運び出すことのないよう注意しましょう。
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農地法の改正に伴い、今までの標準小作料制度に
代わって、新たに農業委員会が「農地の賃借料情
報」を提供します。賃貸借契約を結ぶ際の目安とし
ていただき、当事者間の協議により料金の設定をし
てください。

田（10アール当たり単価）

立科町農地賃借料情報
のお知らせ

平成 21年は、農作業中の事故により長野県内で
17名ものかけがえのない命が失われています。佐
久地域でも毎年数件の死亡事故が発生しています。

農作業中の事故の多くは、農業機械を使用する際
に安全確認を怠ったり、適切な操作を誤ったことが
原因です。

死亡事故の多くはトラクターの転倒・転落による
もので、高齢者の事故の割合が高くなっています。
また、昨年は歩行型トラクター（耕うん機）に挟ま
れる事故や畔やワラの焼却中に火にまかれる事故が
増加しました。

周囲の状況に常に注意を払い、安全確認を十分に
行いましょう。また、農作業機で道路を走行する際
にはスピードの出しすぎに注意しましょう。互いに
声をかけ合い、地域みんなで農作業事故ゼロを目指
しましょう。

農作業事故ゼロを
目指そう！

平均額 １０，５００円
１８，０００円
２，０００円

最高額
最低額

畑（10アール当たり単価）

金額は、特殊な契約の賃借料を除いて平均を算出し、
100 円単位としています。

平均額 ３，５００円
１０，０００円

５００円
最高額
最低額

乗
っ
て
残
そ
う
乗
っ
て
活
か
そ
う
公
共
交
通

りんごちゃん

おやまちゃん

おこめちゃん

立
科
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

（
町
づ
く
り
推
進
係
）

平
成
21
年
度
の
利
用
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31

日
ま
で
の
利
用
状
況
）

実
証
運
行
の
初
年
度
で
あ
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

ま
だ
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
、
５
月
と

な
り
、
暖
か
く
日
も
長
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
買
物
や
権
現
の
湯
な
ど
の
お
出
か
け
の
際

に
是
非
一
度
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

◇
西
回
り
線

平
日
（
学
校
の
あ
る
日
）

第
１
便
か
ら
第
７
便
ま
で
運
行

◇
シ
ラ
カ
バ
線

平
日
（
学
校
の
あ
る
日
）

第
１
便
か
ら
第
９
便
ま
で
運
行

「
た
て
し
な
ス
マ
イ
ル
交
通
」

利
用
状
況
に
つい
て

５
月
西
回
り
線・シ
ラ
カ
バ線

ス
ク
ー
ル
対
応
便
の
運
行
に

つい
て

合
　
計

シ
ラ
カ
バ
線

西
回
り
線

東
回
り
線

９
８
８
３
名

４
５
３
８
名

３
５
０
９
名

１
８
３
６
名

農林係・農業委員会
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町
民
皆
様
方
に
は
、
土
地
改
良
区
の
運
営
に

つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

土
地
改
良
区
よ
り
、
こ
の
度
の
改
選
に
よ
り

選
任
さ
れ
た
役
員
の
紹
介
と
各
種
届
出
関
係
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。「
水
の
歴
史

と
土
地
改
良
施
設
」も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
の
歴
史
と
土
地
改
良
施
設

江
戸
時
代
初
期
に
、
先
人
達
の
英
知
と
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、
塩
沢
堰
の
源
泉
で
あ
る

弁
天
神
湧
水
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
湧
水
を

山
か
ら
里
ま
で
堰
を
開
削
し
な
が
ら
導
き
、
未

開
の
台
地
を
美
田
に
変
え
、
集
落
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
車
や
機
械
が
な
い
時

代
に
里
か
ら
山
ま
で
必
要
な
道
具
と
食
料
を
背

負
っ
て
行
き
来
し
、
す
べ
て
人
力
で
夜
は
提
灯

の
明
か
り
で
高
さ
を
あ
た
り
な
が
ら
測
量
し
、

昼
の
間
に
開
削
工
事
が
進
め
ら
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
時
代
が
変
わ
っ
た
現
代
で
も
、
春

先
に
は
水
路
の
見
通
し
を
行
い
、
堰
ざ
ら
い
等

に
必
要
な
人
員
を
割
り
振
り
本
格
的
な
通
水
に

備
え
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
先
人
達
が
築
か
れ
た
堰
も
漏
水

箇
所
が
多
く
必
要
水
量
の
確
保
が
困
難
と
な
っ

た
た
め
、
土
型
の
堰
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
水
路

に
順
次
替
え
て
用
水
管
理
の
軽
減
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

限
り
あ
る
大
切
な
水
は
、
水
道
水
源
や
地
域

用
水
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
お
り
水
路
敷
な
ど

も
他
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
土
地
改

良
施
設
は
多
面
的
な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

「
人
と
自
然
が
輝
く
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
い
る
立
科
町
に
お
い
て
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

や
用
水
の
水
質
悪
化
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
の

は
、
大
変
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
水
路
等
施
設

の
不
備
な
と
こ
ろ
は
順
次
整
備
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
美
し
い
自
然
環
境
を

守
り
、
後
世
に
繋
い
で
い
け
ま
す
よ
う
町
民
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

立
科
土
地
改
良
区
よ
り

役
員
名
簿（

任
期
　
平
成
26
年
４
月
６
日
ま
で
）

こんなときは必ず届出を！

組合員資格得喪通知書
●組合員の方が亡くなられたとき
●農業者年金受給又は老齢等で経営を移譲したとき
●小作契約締結又は解除したとき
●農地の売買・交換・贈与等をしたとき
●住所・氏名が変わったとき　

農地転用の通知書
●水田を宅地やその他に転用するとき

地区除外申請書
●りんご木伐採等により樹園地の縮小、又は廃園した

とき

他目的使用申請書
●土地改良施設(水路及び水路敷等)を進入路等に使用

したいとき

放流許可申請書
●浄化槽処理水並びに雨水等を改良区管理の水路へ放

流したいとき

口座振替依頼書
●口座振替の新規申込や口座名義・番号を変えたとき

〃 〃 〃 監
事 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 理

事 〃 〃
副
理
事
長

理
事
長

役
職
名

宮
澤
　
清

六
川
　
利
一

武
重
　
徳
一
郎

間
ヶ
部
　
明
夫

永
井
　
義
訓

橋
詰
　
正
孝

塩
澤
　
満
喜
夫

柳
沢
　
芳
保

今
井
　
京
一

関
　
　
孝
廣

寺
島
　
育
夫

寺
島
　
正
一

今
井
　
秋
男

山
浦
　
長
喜

矢
島
　
武
之

飯
島
　
竹
治

羽
場
　
省
二
郎

寺
島
　
友
和

内
藤
　
謙
一

塩
澤
　
時
雄

六
川
　
長
三
郎

氏
　
名

南
部
地
区

東
部
地
区

茂
田
井
地
区

西
部
地
区

藤
沢

茂
田
井

宇
山

牛
鹿

牛
鹿

山
部

赤
沢

野
方

古
町

東
御
市
下
之
城

藤
沢

桐
原

塩
沢

宇
山

町 茂
田
井

西
塩
沢 担

当
区

立
科
土
地
改
良
区
　
電
話（
56
）１
１
３
３
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４
月
15
日
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
及

び
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
権
現
山
屋
内
運
動
場
で
開
催
し
ま
し

た
。参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
佐
久
警
察
署
交

通
課
長
さ
ん
の
交
通
講
話
を
聞
き
、
加
齢
に

伴
う
身
体
能
力
の
低
下
を
自
覚
し
、
今
ま
で

以
上
の
安
全
確
認
が
必
要
な
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

ま
た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
茂
田
井
Ｂ

準
優
勝
　
赤
沢

３
　
位
　
宇
山

４
月
６
日
朝
、｢

佐
久
警
察
署
川
西
庁
舎

前｣

に
て
交
通
指
導
所
を
開
設
し
、
通
過
車
両

の
運
転
者
に
チ
ラ
シ
と
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行

い
、
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
同
日

夜
に
は
町
内
飲
食
店
等
を
巡
回
し
、
飲
酒
運

転
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
８
日
、
交
通
安
全
協
会
と
防

犯
組
合
の
合
同
で
、
ツ
ル
ヤ
立
科
店
に
て
啓

発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
「
全
席
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
」
や
、
車
上
狙

い
が
心
配
さ
れ
る
の
で
「
ド
ア
ロ
ッ
ク
の
確

認
や
、
貴
重
品
は
車
内
に
置
か
な
い
よ
う

に
。
」
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

啓
発
活
動

期
間
中
の
行
事

通交 安全

幼
児
の
半
数
近
く
が
非
着
用
、
５
歳
児
の

着
用
率
は
わ
ず
か
※
32
％
と
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
非
着
用
の
危
険
性
を
理
解
し
て
い
な
い

方
が
多
い
よ
う
で
す
。(

※
平
成
21
年
、
警
察

庁･

J
A
F
合
同
調
査
の
結
果
に
よ
る)

そ
こ
で
、
４
月
12
日
、
三
葉
保
育
園
に
お

い
て
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
徹
底
を

目
的
に
推
進
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
を

迎
え
に
来
る
保
護
者
に
対
し
、
ベ
ル
ト
着
用

の
呼
び
掛
け
、
正
し
い
着
用
方
法
な
ど
の
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

６
歳
未
満
の
幼
児
を
車
に
乗
せ
る
と
き

は
、
そ
の
幼
児
に
、
発
育
の
程
度
に
応
じ
た

形
状
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

万
一
の
事
故
の
際
、
子
ど
も
を
守
れ
る
の

は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
だ
け
で
す
！

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
推
進
活
動

高
齢
者
交
通
安
全

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
町
・
交
通
安
全
協
会
、

佐
久
警
察
署
の
協
力
に
よ
る
活
動
）

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま

で
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、
交
通
安
全
推
進

指
導
員
、
役
場
職
員
を
中

心
に
小
学
校
周
辺
や
通
学

路
の
横
断
歩
道
で
街
頭
指

導
や
広
報
車
に
よ
る
巡
回

を
行
い
、
児
童
の
安
全
確

保
を
行
い
ま
し
た
。

立科町
防犯組合だより

防犯は
みんなの力で

町ぐるみ

若
葉
が
輝
く
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
行
楽
や
、
農
作

業
等
で
外
出
し
た
り
と
、
家
を
空
け
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
「
ち
ょ
っ
と

そ
こ
ま
で
だ
か
ら
・
・
・
」
と
い
っ
て

鍵
を
か
け
ず
に
外
出
す
る
の
は
不
用

心
！
空
き
巣
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
、
戸
締
り
は
確
実
に
す
る
な
ど
、
日

頃
か
ら
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
出
か
け
る
前
は
、
施
錠
の
再
確
認
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
ト
イ
レ
や
浴

室
の
窓
の
確
認
を
！

・
多
額
の
現
金
を
家
に
は
置
か
ず
、
通
帳

と
印
鑑
は
別
々
に
保
管
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
留
守
に
す
る
と
き
は
、
隣
近
所
に
声
を

掛
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
郵
便
ポ
ス
ト
に
新
聞
や
郵
便
物
を
た
め

な
い
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る」

空
き
巣
被
害
防
止
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

安
全
は
一
人
ひ
と
り
の
意
識
か
ら
、

安
心
は
人
の
つ
な
が
り
地
域
か
ら

庶務係
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こちら地域包括支援センターです！
地域の中で高齢者がより健やかに生活していくためには、ご近所など身近な所に介護や介護予防、認知症等につ

いて理解し、見守ってくださる方が必要です。
今年度も健康サポーター養成講座を開催いたします。高齢者の基本的なことを学習する場であり、基本的な知識

や技術をベースに、“聴く”ことや介護予防を中心に支えるサポーターを同時に養成する講座です。

健康サポーター養成講座開催のお知らせ

月日 講座内容 講師 開催時間 開催場所 備考

1 6/4
（金）

年を重ねること
<医学的観点から＞

栁澤医院
栁澤伸孔

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

2 6/29
（火） 立科町高齢者の現状と介護保険 担当職員 13：30

～15：00
中央公民館

視聴覚室

3 7/20
（火）

介護予防について（全般）
介護予防（低栄養予防について）

担当職員
栄養士

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

4 7/27
（火）

アンチエイジング料理教室
＜介護予防の観点から＞ 栄養士 10：00

～12：00 老人福祉センター

5 8/31
（火）

介護予防　運動機能について
①講義と実技

身体教育医学研究所
渡邉真也

13：30
～15：00

中央公民館
大会議室

6 9/14
（火）

介護予防　運動機能について　　　
②講義と実技

身体教育医学研究所
横井佳代　

13：30
～15：00

中央公民館
大会議室

7 9/28
(未定)

認知症
地域で暮らしていくために

NPO法人やじろべー　
中澤純一

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

8 10/12
（未定）

排泄について
在宅で介護していくために

NPO法人やじろべー　
有賀裕子

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

9 10/26
（火）

介護技術の理解と実技①
腰痛予防と心地よい介護

信州短期大学
関口昌利

13：00
～14：30

信州短期大学
介護実習室 バス送迎

10 11/9
（火）

介護技術の理解と実技②
利用者本位の介護の実践

信州短期大学
関口昌利

13：00
～14：30

信州短期大学
介護実習室 バス送迎

11 11/30
（未定）

介護予防
口腔機能について

永井歯科
永井敏

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

12 1/18
(未定)

コミュニケーションとは？①
共感し耳を傾けるために

NPO法人やじろべー　
中澤純一

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

13 2/15
（未定）

コミュニケーションとは？②　
体験後のふりかえり　

NPO法人やじろべー
中澤純一

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

14 3/1
（火）

仲間作りのために
＜レクをとおして＞

信州短期大学
大塚寛美

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

＊⑫講座終了後に、施設など訪問しコミュニケーション図る体験を行います。

受講対象者 町民で介護に関心のある方ならどなたでも
募 集 期 限 ５月２８日（金曜日）
申   込  先 立科町地域包括支援センター（役場町民課福祉係）

有線　４５０３
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お口の健康あなたは大丈夫？
保 健 ニ ュ ー ス

気づかないうちに悪化する歯周病

口・歯のトラブルと全身の関係

□ 歯ぐきに赤く腫れた部分がある。
□ 口臭がなんとなく気になる。
□ 歯ぐきがやせてきたみたい。
□ 歯と歯の間にものがつまりやすい。
□ 歯をみがいたあと、歯ブラシに血がついたり、

すすいだ水に血が混じることがある。
□ 歯と歯の間の歯ぐきが、鋭角的な三角形ではなく、

おむすび形になっている部分がある。
□ ときどき、歯が浮いたような感じがする。
□ 指でさわってみて、少しぐらつく歯がある。
□ 歯ぐきから膿が出たことがある。

1　生活リズムを正しく
……睡眠不足などによる抵抗力の低下は歯周病を悪化させます。　

2　ストレスは大敵
……ストレスによる緊張で口中が乾燥すると歯周病菌が増えます。

3　タバコはＮＧ
……歯肉に有害物質がどんどん侵入します。

4　歯磨き後のチェック
……せっかく歯磨きしても食べかすが残っていたら細菌が増えます。

歯磨き後は、歯がざらざらしていないかチェック
5　だらだら食べない

……常に口の中が汚れたままになるため細菌の活動が活発になります。
6　よくかむ

……だ液がよく出て、口中をきれいにしてくれます。
7　歯科検診を受ける

……自覚症状が出にくい歯周病。
歯周病を防ぐためには定期的な検診が必要です。

対象者：４０・５０・６０歳
料　金：５００円
内　容：歯・歯肉の検査
場　所：町内歯科医院　　　
＊対象者には通知いたします。　

6月～12月まで
歯周疾患検診
を行います

健康長生きには、歯の本数が関係しているといわれてい
ます。歯とお口の健康は食事がおいしく食べられるだけで
なく、すてきな笑顔をつくるためにも楽しくおしゃべりする
ためにも欠かせないものです。口の中には、たくさん細菌
がいます。口の中を清潔にしないと細菌が全身に悪さをし
て、いろいろな病気を引き起こすことが知られています。

今日から始める口中健康生活のすすめ

歯周病セルフチェック
次の項目の当てはまるものに
チェックしてみてください

環境保健係

頭部・顔面の病気

○脳炎・脳膜炎
○副鼻腔炎

ふく び  くうえん

○頭痛
○顔面神経痛
○顎

がく

関節症

循環器の病気

○感染性心内膜炎
○狭心症
○動脈硬化
○高血圧

消化器の病気

○胃腸障害

皮膚の病気

○湿疹
しっしん

肺の病気

○誤嚥性
 ご  えんせい

肺炎

筋肉・関節の病気

○肩・腰の痛み
○手・足のしびれ
○関節炎

健康な状態
ピンク色で、引き締まって
弾力もある状態の歯肉。
歯ブラシでこすった程度
では出血しない。

歯周病のはじまり

歯肉炎
歯肉が腫れて
出血しやすく
なり、放置する
と歯周炎に。

歯周炎（中等度）
歯石沈着、歯周
ポケット の 形
成、炎症による
出血や膿も生
じます。この頃
には歯を支え
る骨も減少し
ていきます。

歯周炎（重度）
歯 周 ポケット
に深い潰瘍が
でき、歯はグラ
グラの状態。
出血や膿もひ
どく、噛 む 際
に鈍痛も生じ
ます。

歯の喪失
日本の成人が歯を失う原因のトップは歯周病です。

歯周炎（軽度）
歯肉に隙間が
でき、刺激が加
わると出血。
静止期と活動
期を繰り返し
ながら徐々に
進行。

※歯肉炎と歯周炎を合わせて
「歯周病」といいます。

その他
○菌血症
○早産、低体重児出産

1

3

この間は
自覚症状がなく
進行してしまう

4

5

2
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「ゴミゼロ運動の日」県下一斉行動について
県では県下統一の行動日を設け、環境美化運動を推進しています。

立科町においても町内の環境美化を図るため、統一行動日を中心として
各地区での清掃活動等に住民の皆さんのご協力をお願いします。

統一行動日　５月30日（日）
平成２２年度合言葉「ポイすてが　きみの心も　汚してる」

光化学オキシダント（光化学スモッグ）にご注意ください

自動車や工場などから排出される大気汚染物質が、太陽の強い紫外線を
受けることで生成する刺激性のある物質です。光化学オキシダントの濃度
が高くなると、空に白いモヤがかかったようになることがあり（この現象
が光化学スモッグ）、目の痛みや、のどの痛みをおこさせたりします。

春から夏にかけては、光化学オキシダントの濃度が高くなりやすい季節となります。
平成２０年の５月２３日には、県内で初めて佐久地域に光化学オキシダント注意報が

発令されました。注意報の発令シーズンに備えて次の点にご留意願います。

光化学オキシダントとは
どのようなものですか？

県内では 10地域に分けて測定局があり（佐久地域
は小諸市内）、光化学オキシダントの濃度を２４時間
連続して測定しています。濃度が基準値を超え、気象
状況などからその状態が継続すると認められる場合
に、県が地域ごとに発令します。（濃度に応じて、注
意報→警報→重大警報の順で発令されます）

光化学オキシダント注意報ってなんですか？
注意報発令程度の濃度では、感受性の高い人が目や

のどに刺激を感じる程度です。
注意報の発令は、これらの人が自ら予防のための行

動をしていただき、健康被害を未然に防ぐことが目的
です。また、これらの症状は一過性のものですので、
慌てずに行動しましょう。

注意報が発令されたら危険なのですか？

注意報が発令されると県や町で広報しますが、慌て
ずに落ち着いて行動してください。
具体的には、次のような対応をお願いします。

（1）屋外での激しい運動や作業は控えましょう。
（2）目の痛み（チカチカする）、のどの痛みを感じたとき

は、目を洗い、うがいをしましょう。
（3）症状によっては、医療機関を受診してください。
（4）体に異常を感じた方は、環境保健係まで状況の連

絡をお願いします。

注意報が発令されたらどうしたらいいですか？

注意報が発令されましたら不要不急な自動車の使用は
なるべく控えてください。
※環境省大気汚染物質広域監視システム「そらまめ君」で、

各測定局の光化学オキシダントの測定値が見られます。

そのほか注意することはありますか？

ホームページ  URL http//soramame.taiki.go.jp
携帯サイト     URL http//sora.taiki.go.jp

環境保健係

環境衛生
だより
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水
の
利
用
と
長
距
離
用
水
に
思
う

立
科
町
へ
帰
郷
し
て
、
用
水
路
の

豊
か
な
流
水
に
出
会
い
、
水
道
の
水

を
飲
み
干
す
と
、
そ
の
旨
さ
と
冷
た

さ
で
「
水
」
へ
の
あ
り
が
た
み
と
、

故
郷
に
帰
っ
た
喜
び
を
し
み
じ
み
と

感
じ
ま
す
。

現
在
、
立
科
町
で
は
、
水
道
水
・

農
業
用
水
と
も
普
段
か
ら
不
自
由
な

く
使
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
以

前
は
水
の
使
用
に
は
制
限
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
用
水
に
対
し
て
の
思
い

入
れ
は
自
ず
と
し
て
深
く
、
他
の
方

も
同
じ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
会
員
始
め
立
科
町
在
住
の
方
々

と
話
を
す
る
中
で
、
多
数
の
先
人
達

が
苦
労
し
た
証
で
あ
る
「
農
業
用

水
・
水
利
権
の
確
保
」
等
の
事
柄
に

関
心
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
赤
沼

の
た
め
池
（
女
神
湖
）
と
堰
が
統
合

し
新
用
水
路
が
整
備
さ
れ
た
今
、
水

が
い
つ
で
も
豊
富
に
使
用
で
き
る
こ

と
で
あ
り
が
た
み
が
薄
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
、
人
々
の
目
に
触
れ
る
機
会
の

少
な
く
な
っ
た
塩
沢
堰
・
八
重
原

堰
・
八
丁
地
堰
等
の
各
堰
の
存
在
。

併
せ
て
「
水
出
・
弁
天
神
・
番
所
・

馬
落
し
・
横
堰
・
上
口
・
二
丁
樋
・

万
仁
田
沢
・
八
丁
地
川
」
等
の
地
名

や
そ
の
由
来
が
あ
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
先
人
達
の

「
水
確
保
の
苦
労
」
へ
の
関
心
と
、
恩

恵
の
念
を
再
度
と
僭
越
な
が
ら
遠
く
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

水
源
林
の
造
成
に
関
わ
る
仕
事
を
し

て
い
た
こ
と
が
あ
る
私
は
、
各
地
に
お

い
て
、
国
・
県
有
林
の
境
が
集
落
付
近

ま
で
迫
り
、
近
く
の
山
を
地
元
住
民
が

自
由
に
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
多
か
っ

た
こ
と
、
土
地
の
境
界
や
水
利
権
等
で

争
う
な
ど
の
も
め
ご
と
が
沢
山
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
立
科
町
に
お
け
る
分
水
嶺
を
越

え
て
の
水
利
権
、
広
大
な
町
有
林
を
保

有
し
て
い
る
こ
と
に
、
先
人
達
の
努
力

と
熱
意
を
改
め
て
強
く
感
じ
る
の
で

す
。今

で
は
水
道
用
水
に
使
用
さ
れ
て
い

る
温
井
湧
水
も
、
以
前
は
農
業
用
水
と

し
て
重
要
水
源
の
一
つ
で
し
た
が
、
用

水
整
備
に
よ
り
農
業
用
水
不
足
は
減
っ

た
よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、
温
井
水
源

の
お
い
し
い
湧
水
の
う
ま
く
て
冷
た
い

水
が
飲
め
る
こ
と
を
維
持
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
町
民
の
皆
様
と
、
「
三
千
町

歩
の
国
有
林
払
い
下
げ
」
に
関
す
る
逸

話
を
記
し
た
津
金
寺
に
建
っ
て
い
る
石

碑
を
崇
め
に
行
き
ま
し
て
、
深
く
感
謝

し
て
帰
京
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
宮
下
忠
爾
さ
ん
手
記
よ
り

編
集
し
ま
し
た
）

第10回 蓼科すずらん会 リレー随想
副
幹
事
長
山
菜
採
り
部
長

宮
下
忠
爾
さ
ん

（
茂
田
井
古
町
出
身
）

今
年
も
白
樺
高
原
で
は
、蓼
科
山
開
き
・
蓼

科
牧
場
開
き
が
行
わ
れ
、併
せ
て
恒
例
の
す
ず

ら
ん
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、子
ど
も
み
こ
し
や
餅
つ
き
が
行

わ
れ
、根
付
き
の
す
ず
ら
ん
や
開
運
の
駒
を

配
布
予
定
！
数
量
限
定
、先
着
配
布
で
す
の

で
お
早
め
に
。

な
お
、蓼
科
ふ
れ
あ
い
牧
場
は
４
月
下
旬

か
ら
10
月
下
旬
ま
で
牛
・
羊
・
ミ
ニ
ブ
タ
・
ミ

ニ
チ
ュ
ア
ホ
ー
ス
な
ど
が
放
牧
さ
れ
、気
軽
に

動
物
た
ち
と
ふ
れ
あ
え
ま
す
。
入
場
は
無

料
、皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

便
り

白
樺
高
原

夏
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

す
ず
ら
ん
祭
り
開
催
の
お
知
ら
せ

夏山開きとすずらん祭り

日　時　６月６日（日）　　
午前１０時から

場　所　蓼科牧場前広場
〈お問い合わせ〉
白樺高原総合観光センター
電話０２６７-５５-６２０１
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今
年
で
３
年
目
と
な
る
生
涯
学
習

講
座
す
ず
ら
ん
学
級
で
は
、
学
級
を

運
営
し
て
い
た
だ
く
委
員
の
皆
様
と

と
も
に
、
立
科
町
が
も
つ
特
有
の
地

域
素
材
（
歴
史
・
文
化
・
自
然
等
）

を
多
角
的
に
捉と

ら

え
、
今
を
生
き
る
者

の
責
務
と
し
て
大
切
な
宝
物
を
守

り
、
次
世
代
を
形
成
す
る
未
来
の

「
立
科
人

た
て
し
な
び
と

」
へ
と
受
け
継
い
で
い
き

た
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
昭
和
30
年
に
芦
田
村
、

横
鳥
村
、
三
都
和
村
の
合
併
に
よ
り

立
科
村
（
昭
和
33
年
町
制
施
行
）
と

な
っ
た
記
念
の
年
か
ら
数
え
て
55
年

を
迎
え
る
節
目
の
年
に
、
次
の
と
お

り
様
々
な
教
室
を
予
定
し
、
皆
様
の

お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
運
営
計
画
は
講
師
の
都
合

等
に
よ
り
、
日
程
や
内
容
を
一
部
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
広
報
、

有
線
放
送
を
通
じ
て
ご
案
内
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
の
う
え
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

平成22年度 公民館生涯学習講座 立科町合併55周年記念事業

「55thたてしな探検隊・すずらん学級」運営計画
ゴーゴー

開催日 曜日 項目 内容 講師・協力団体等

４月 ２７日 火 学級運営委員会 年間計画の策定・打ち合わせ 運営委員（公募による）

５月 １８日 火 第１回
開講式・記念講演

各界で活躍される講師を招き、潤いのある生き方や地域づくりについて学び、
今年度の講座に活用する。

講師：桜美林大学名誉教授
演題：（仮）地域づくりへ参加しよう!

２５日 火 第２回
春の映画鑑賞会 活力溢れる日本映画の名作･秀作に触れ、日本の文化･習慣を見つめ直す。 文化・芸術鑑賞

６月 ４日 金 第３回
ふれあいゲートボール教室 体力向上と参加者相互交流と親睦を図る。 協力：ゲートボール連盟

１５日 火 第４回
地域（昔の町）を語る座談会

地域の財産である古文書や写真を活用し、近代の立科町の歴史を振り返り、今大切
にし未来の立科町へ伝承すべき事柄や財産を見つめ直し、地域の文化を語り合う。

７月 １３日 火 第５回
夏の映画鑑賞会 活力溢れる日本映画の名作･秀作に触れ、日本の文化･習慣を見つめ直す。 文化・芸術鑑賞

２５日 日 第６回
体力維持向上教室

北八ツ一帯から、郷土の風景を観察し、高山に咲く植物観察するなど、
自然に親しむ。（さわやかハイキング） 講師：山岳ガイド・看護師

８月 ３日 火 第７回
郷土史学習講座（津金寺誌と文化財）

各分野の専門知識を有する方々に依頼し、専門的な見地から見る立科町につい
て講演をいただく。 講師：津金寺誌編者等

１０日 火 第８回
郷土史学習講座（昔話と心理学） 〃 講師：聖路加看護大学准教授

１７日 火 第９回
郷土史学習講座（西行と蓼科山） 〃 講師：上智大学教授

２４日 火 第１０回
郷土史学習講座（蓼科地域の開発と桐陰寮） 〃 講師：筑波大学教授

３１日 火 第１１回
郷土医療を学ぶ講座（医療現場の今昔） 〃 講師：川西赤十字病院

９月 ７日 火 第１２回
視察研修（1泊２日）

県内外等各地の生活･文化等に触れわが町を見つめ直し、町づくりに取り組む先
進地を視察しながら相互の交流と親睦を深める。

研修先:群馬県藤岡市
（芦田氏の足跡をめぐる）８日 水

２５日 土 第１３回
歴史・自然観察教室

蓼科山と周辺の登山を実施し、山の歴史や周辺に咲く高山植物を学び、地域の
自然に親しむ。 講師：山岳ガイド・看護師

１０月 ５日 火 第１４回
ふれあいマレットゴルフ教室 大会を通じて技術の向上と学級員相互の親睦と交流を図る。 協力：マレットゴルフクラブ

２３日 土 第１５回
たてしな八景確認・選定教室

町内に点在する名所・旧跡・石碑・文化財を巡り、その存在価値について再確認し、町の名
所として認定公開、パンフレットの作成（雨境峠祭祀遺跡群と古東山道・中山道）。 講師：文化財保護委員

１１月 ９日 火 第１６回
秋の映画鑑賞会 活力溢れる日本映画の名作･秀作に触れ、日本の文化･習慣を見つめ直す。 文化・芸術鑑賞

１６日 火 第１７回
ボランティアを学ぶ教室

医療現場等におけるボランティア活動の現状と実態を学び、有事への備えと奉
仕活動等の内容を学ぶ。 講師：日赤奉仕団

平成２２年度合併５５周年記念事業「５５thたてしな探検隊･すずらん学級」運営計画（予定）
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※今学級の趣旨・目的は「ふるさと立科」へのこだわりと郷土愛の醸成（各世代の交流促進）。
※各地区で要望のある講演会や映画鑑賞会などに出前講座を行う。
※こころ潤す生き方講座・詩吟など、文化的グループの育成を支援する。

※14ページのつづき
開催日 曜日 項目 内容 講師・協力団体等

１２月 ７日 火 第１８回
健康体操教室 運動の大切さを理解し、明るく健康的に過ごすための簡単な体操を身に付ける。 講師：健康運動指導士等

１月 １１日 火 第１９回
知識習得教室 専門家の講演を聴き、健康や生きるための知識を習得する。 講師：健康運動指導士等

２月 ８日 火 第２０回
歌の教室 地域に伝わる音頭や歌を後世に伝承するため、みんなで歌い継ぐ。 協力：立科コーラス

２２日 火 第２１回
冬の映画鑑賞会 活力溢れる日本映画の名作･秀作に触れ、日本の文化･習慣を見つめ直す。 文化・芸術鑑賞

３月 ８日 火 第２２回
文化・芸術鑑賞会

町内のピアノ奏者に演奏を披露してもらい、芸術鑑賞に浸る。又は、町内出身者
が所属する学生ユニットのジャズ演奏会とする。 文化・芸術鑑賞

２２日 火 第２３回
身近な問題の学習会・閉講式

身近な問題や社会情勢について共に学び、安心して暮らせる環境づくりに努め
る。（信州大学出前講座又は各界の著名人等） 講師：信州大学教授･著名人等

年間

たてしな八景の募集と認定 町内から文化的景観を有するエリアを募集・調査・認定 文化財保護委員・観光関係者等

心潤す生き方教室 毎月１度各界著名人の有益な語りを聴き、潤いのある生き方を仲間とともに学ぶ。 参加者自らが講座を構成

出前講座 移動手段交通弱者等への対応策として、各地区の公民館へ伺います。 ※事務局までご相談ください。

文化財を学ぶ講座 笠取峠の松並木・芦田宿本陣・塩沢堰等

歴史的文化遺産施設修繕・活用 大庭史跡公園（高床式倉庫）屋根葺替え（葦編み・土器教室の体験）で活用

歴史の道案内パンフレット 雨境峠祭祀遺跡群ウォーキングコース新設・公開

日　時 ５月２６日(水)　午前１０時３０分〜
場　所　中央公民館　視聴覚室
対　象　0歳児〜
テーマ ♪ きしゃぽっぽ♪

「長野県方言辞典」
馬瀬良雄（編代）信濃毎日新聞社（発）

ＮＨＫ長野「２１世紀に残したいふるさとのこと
ば」の視聴者から募った応募資料を活かしたいとの
想いから発刊された辞典です。

「日本の川ちくまがわ・しなのがわ」
村松　昭（作）偕成社（発）

鳥瞰絵図作家が全長３６７ｋｍの千曲川・信濃
川を絵地図にしました。天狗の神さまと雪ん子が
雲に乗って案内します。

「楽しく遊ぶ学ぶ　せいかつの図鑑」
流田　直（監）小学館（発）

学力の素地となる
「生きるための力」を
育 む 新 図 鑑 で す 。
「衣・食・住」の基本
を親子で楽しく学びま
せんか？

新着
図書

乳幼児のための
おはなし会

〜「ちゅうりっぷの会」による〜

お知らせ

すずらん学級運営委員会事務局　教育委員会　社会教育係

中央公民館図書室／有線4000

じゃあ、読もう。

図書室では、業務の効率化や利用者サービスの向上を目
的に、図書システムの導入を目指し、図書室の蔵書のデー
タ入力を始めました。図書室にある全ての本を登録する必
要があることから、データ入力作業にはかなりの時間がか
かります。また、入力作業に伴い「この本棚にあった本がな
い」など、様々なご不便をおかけすることもございます
が、皆様のご理解ご協力をお願いいたします。

町が元気になる
「夢のある図書室づくり」
に向けて

ミントグリーンのラベルにお気づきですか？
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人権センター（人権政策推進係） 電話56-0059（直通） 有線5936

働く人のための人権入門①

人権センター通信
このマークは、㈶人権教
育啓発推進センターが実
施する人権啓発活動のシ
ンボルマークです。

◆ ひ ろ げ よ う 人 権 ◆

インフォメーション

人は皆、周りの人とのつながりの中で生きていま
す。仕事をするうえでも、職場で共に働く仲間、取
引先、顧客、消費者、地域住民など実に多くの人々
と直接的、間接的に関わりあっています。そして、
そのすべての人に人権があるのです。

人権の尊重された職場では、誰もがいきいきと気
持ちよく働くことができます。良好な職場環境は一
人ひとりの働く意欲を高め、生産性の向上、新しい
価値観の創造、よりよい製品・サービスの提供につ
ながっていきます。

また、人権の視点が活かされた職場では、安心・
安全であることはもとより、環境にやさしく、誰も
が利用しやすい製品・サービスの提供を心がけるよ
うになり、結果として業績を伸ばし、企業の社会的
信頼・評価を高めることになります。

かつては、経済活動のみで企業が評価される時
代がありましたが、時代は大きく変わり、今や人
権にどれだけ配慮しているかなど、*ＣＳＲ(企業の
社会的責任)が企業を評価するときの大きな要素と
なっています。そこで、「人権の視点をもって仕
事に取り組む」とはどういうことなのか、いろい
ろな角度から仕事と人権について考えてみましょ
う。

仕事と人権の関係って？ 人権の視点をもって仕事をしていますか？

*CSR(企業の社会的責任)

利益を追求するだけでなく、人権尊重、法令
遵守、環境対策、社会貢献など企業が社会へ
与える影響について責任を持つこと。

※『仕事+人権』(財)人権教育啓発推進センターより抜粋

○日本語が上手になりました
日頃の学習成果を発表するため、地域で暮らす

外国籍住民を対象とした日本語教室の学習発表会
が 3月 24日、関係者、地域の皆さんを交え、人
権センターで行われました。

家族への思いなどを日本語でつづった体験発表
では参会者の涙を誘う一幕もあり、多文化共生理
解や交流が深まりました。

○参加してみませんか
人権センターでは、毎週水曜日午前 10時～午前 11時 30分まで日本語教室を開催しています。
「日本語の読み書きができるようになりたい」外国籍の皆さん、また、学習のサポートをしていただ

くボランティアの皆さんを随時募集しています。
どなたでも大歓迎ですので、お気軽にお問い合わせください。

) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) )
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シリーズ　一緒に考えましょう !

母と子の不思議な絆
立科町教育相談員 岩上起美男

教育相談時間等
◆月・水・金曜日
●立科小学校／午前9時〜午前11時30分

電話 56-3131 ㈺・有線2190 ㈺
●立科中学校／午後2時〜午後5時

電話 56-1076 ㈺・有線2251 ㈺
●立科町児童館／午前11時40分〜午後 1 時30分

電話 56-0303（直通）・有線8889（直通）
※予約をされる方は児童館又は小・中学校の

教頭先生へご連絡をお願いします。

早
春
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
暖
か
く
、
快
晴
の

日
が
続
い
た
今
年
の
二
月
下
旬
、
町
内
の
三
保

育
園
で
、
「
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
親
の

役
割
～
子
育
て
を
通
し
て
、
さ
ら
に
成
長
し

続
け
る
親
で
あ
る
た
め
に
～
」
と
題
し
て
、

子
育
て
に
関
す
る
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
一
日
目
が
若
草
保
育
園

で
、
千
草
保
育
園
と
三
葉
保
育
園
が
二
日
目
で

し
た
。

教
師
と
し
て
の
自
分
、
ま
た
、
父
親
と
し
て

の
自
分
の
反
省
と
後
悔
に
基
づ
い
た
心
も
と
な

い
提
言
で
し
た
が
、
園
児
の
保
護
者
の
方
が
真

剣
に
聴
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
感
謝
や
恐

縮
の
思
い
と
同
時
に
、
頼
も
し
さ
を
覚
え
ま
し

た
。
親
で
あ
る
自
分
を
見
つ
め
な
が
ら
、
講
師

の
と
つ
と
つ
と
し
た
言
葉
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け

る
多
く
の
親
御
さ
ん
の
真
摯

し
ん
し

な
姿
に
接
し
て
、

立
科
町
の
若
い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
、
一

生
懸
命
、
子
育
て
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
の

を
感
じ
て
、
大
変
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

講
演
の
二
日
目
、
千
草
保
育
園
と
三
葉
保
育

園
で
幼
い
こ
ろ
の
経
験
を
語
っ
て
い
た
と
き

に
、
虫
の
知
ら
せ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
私

は
、
お
そ
ら
く
生
涯
忘
れ
得
ぬ
で
あ
ろ
う
不
思

議
な
心
的
体
験
を
い
た
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
こ
ろ
は
物
が
乏
し
く
、
私
は
、

小
学
校
低
学
年
の
と
き
に
『
僕
は
、
栄
養
を
食

べ
た
い
。
』
と
い
う
迷
言
（
？
）
を
吐
い
て
、

家
族
を
困
ら
せ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
質
素
な

暮
ら
し
で
し
た
が
、
母
親
が
天
気
の
良
い
日
に

は
よ
く
布
団
を
干
し
て
く
れ
た
こ
と
が
懐
か
し

い
思
い
出
で
す
。
私
は
、
そ
の
温
か
い
布
団
に

く
る
ま
っ
て
寝
る
の
が
好
き
で
し
た
。
太
陽
の

光
熱
を
ふ
ん
だ
ん
に
吸
収
し
た
布
団
は
、
軽
や

か
で
、
ぬ
く
も
り
が
あ
っ
て
、
と
て
も
寝
心
地

が
よ
か
っ
た
の
で
す
。
家
族
の
一
員
と
し
て
大

事
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
満
ち
足
り
た

気
持
ち
で
、
夜
、
安
心
し
て
眠
れ
ま
し
た
。
」

と
申
し
上
げ
た
と
き
、
幼
い
こ
ろ
の
布
団
の
ぬ

く
も
り
が
懐
か
し
く
甦

よ
み
が
えり

、
遠
い
故
郷
で
病
床

に
伏
す
老
母
の
面
影
が
脳
裏
に
浮
か
び
ま
し

た
。そ

し
て
、
「
毎
日
、
お
忙
し
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
ぜ
ひ
と
も
万
障
繰
り
合
わ
せ
て
、
今
日

の
よ
う
な
天
気
の
良
い
日
に
は
布
団
を
干
し

て
、
よ
く
陽
の
当
た
っ
た
布
団
で
子
ど
も
を
寝

か
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
私
の
お

願
い
で
す
。
」
と
申
し
上
げ
な
が
ら
、
言
葉
に

詰
ま
り
そ
う
な
、
不
覚
に
も
涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う

な
熱
い
思
い
が
胸
中
に
こ
み
上
げ
て
く
る
の
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
晩
、
床
に
就
い
て
か
ら
間
も
な
く
し

て
、
次
兄
か
ら
、
母
の
急
変
を
知
ら
せ
る
電
話

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
故
郷
・
前
橋
に
あ

る
病
院
に
急
ぐ
途
中
で
、
四
兄
か
ら
の
連
絡
に

よ
っ
て
、
今
し
方
、
母
が
息
を
引
き
取
っ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

母
の
臨
終
に
立
ち
会
う
こ
と
は
か
な
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
母
の
今
わ
の
際
に
間
に

合
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
や
む
気
持
ち
は
、
思

い
の
外
、
湧
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
紛ま

が

う

方
な
く
、
母
は
、
昼
間
、
長
野
と
群
馬
の
県
境

に
連
な
る
山
々
を
越
え
て
、
還
暦
を
過
ぎ
て
も

な
お
心
配
な
末
子
に
今
生
の
別
れ
を
告
げ
に
来

た････

、
そ
し
て
、
幼
年
時
代
を
語
っ
て
い
た

と
き
に
、
胸
中
に
あ
ふ
れ
た
、
た
ま
ら
な
く
懐

か
し
い
感
情
は
、
母
と
の
会
者
定
離

え
し
�
じ
�
う
り

の
儀
式
が

も
た
ら
し
た
厳
か
な
感
動
で
あ
っ
た････

、
と

確
信
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

山
岳
救
助
隊
員
や
救
助
ヘ
リ
が
捜
索
し
て
も

遭
難
者
を
発
見
で
き
な
い
と
き
、
救
助
ヘ
リ
に

遭
難
者
の
母
親
が
同
乗
す
る
と
、
す
ぐ
に
見
つ

か
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
不
可
解
な
現
象

で
す
が
、
母
親
と
腹
を
痛
め
た
我
が
子
は
、
確

か
に
目
に
見
え
な
い
不
思
議
な
命
の
絆き

ず
な

で
結
ば

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
た
と
え
、
死
別
さ
れ

て
い
た
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
事
情
で
離
別
し

て
い
た
と
し
て
も
、
ま
た
、
い
つ
も
喧
嘩
ば
か

り
し
て
い
た
と
し
て
も
、
決
し
て
例
外
は
な

い
、
と
頑か

た
く

な
に
、
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
母
親
と
は
、
本
当
に
不
思
議
な
存
在
で

あ
る
か
ら
で
す
。



H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

H20年度
以前

H21年度

H22年度
以降
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追
納
す
る
場
合
は
一
定
率
を
乗
じ
た
金
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

３
）
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

＊
平
成
21
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
方
で
、
引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在

学
さ
れ
る
方
に
は
、
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納

付
特
例
申
請
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
返
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、今
年
度
の
申
請
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
。　
　
　
　

 

 

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

住
民
係

20
歳
に
な
る
と
、
学
生
の
方
も
国
民
年
金
に

加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

な
い
た
め
保
険
料
を
自
分
で
納
め
る
こ
と
が
困

難
で
す
の
で
、
学
生
本
人
の
前
年
度
所
得
が
１

１
８
万
円
以
下
の
場
合
は
、
在
学
期
間
中
の
保

険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

申
請
手
続
き（
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
）

受
付
窓
口
は
、
役
場
住
民
係
で
す
。
な
お
、

申
請
手
続
き
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

１.

学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
【
写
し
可
】

２
.年

金
手
帳
　
３
.印

鑑

対
象
と
な
る
学
生

大
学
（
大
学
院
含
む
）
や
短
期
大
学
、
専
門

学
校
及
び
各
種
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
、昼
間
、

夜
間
、
定
時
制
、
通
信
課
程
の
学
生
で
す
。

＊
こ
の
制
度
の
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１
）
こ
の
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
受
給
す
る
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。

２
）
10
年
以
内
に
追
納
す
る
と
通
常
納
付
と
同

じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
３
年
目
以
降
に

取
引･

証
明
用
に
使
用

す
る「
は
か
り
」を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

商
品
の
売
買
に
使
用
し
た
り
、
各
種
の
証
明

行
為
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
は
、
２
年
に
１

回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
立
科
町
を
対
象
と
し
て
、
次
の

日
程
で
定
期
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
「
は

か
り
」
を
持
参
し
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
検
査
に
は
手
数
料
（
検
査
代
金
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

＊
ひ
ょ
う
量
の
種
類
に
よ
っ
て
手
数
料
は
異
な

り
ま
す
。

日
時
　
５
月
27
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
ま
で

場
所
　
立
科
町
役
場
　
地
下
駐
車
場

町
づ
く
り
推
進
係

軽
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
ま
す

非自発的失業者に係る
国民健康保険税の軽減について

次
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
自
ら
が
運
転
す

る
軽
自
動
車
、
又
は
そ
の
方
の
外
出
・
送
迎
等

の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
で
、
障
害
等
級

等
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
軽
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
ま
す
。
（
自
家
用
の
軽
自
動
車
１
台

に
限
り
ま
す
。
）

手
帳
の
種
類

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
療
育
手
帳

◆平成２２年４月から国民健康保険税が軽減されます。◆

◆対象期間のイメージ図◆

倒産・解雇などによる
離職や、雇い止めなどに
よる離職をされた方へ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳

自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
軽
自
動
車
税
は
減
免
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
期
限
は
平
成
22
年
５
月
25
日
、
手
続
き

は
役
場
税
務
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

減
免
申
請
に
必
要
な
書
類
、
障
害
等
級
要
件

等
に
つ
い
て
も
税
務
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対 象 者 ①倒産・解雇などによる離職をされた方（雇用保険の特定受給資格者）
②雇い止めなどによる離職をされた方（雇用保険の特定理由離職者）

対象期間 離職の翌日から翌年度末までの期間

軽 減 額
前年の給与所得をその30／100として計算します。
※国民健康保険税は、前年の所得などにより算定されています。

具体的軽減額などは、下記までお問い合わせください。

申請方法 役場税務係に申請書がありますので必要書類とあわせ申請してください。

必要書類等

・雇用保険受給資格者証
※ただし離職年月日が必ず記載されていること、及び離職理由が
特定受給資格者又は、特定理由離職者に該当する場合であること。

・印鑑

税務係

離職日
H20.4.1〜H21.3.30

離職日
H22.4.1〜H23.3.30

離職日
H23.4.1〜H24.3.30

離職日
H22.3.31

離職日
H23.3.31

離職日
H21.3.31 22年度末まで

22年度末まで

23年度末まで

24年度末まで

23年度末まで

▲
▲

▲

▲

▲
▲

▲

24年度末まで

離職日
H21.4.1〜H22.3.30

施行日
H22.4.1

対象期間外 対象期間



■立科町のデータ 3月

4月1日現在 （ ）内は前月比　2010年3月1日〜3月31日

人口 8,025（-10） 出生 0

男 3,931（-10） 死亡 10

女 4,094 （0） 転入 60

世帯数 2,790 （5） 転出 59

■ 人口

■ 犯罪件数 （ ）内は1月〜3 月の累計
犯罪発生状況

（窃盗）
空き巣

忍び込み
事務所学校

荒らし 車上狙い 自動販売機
荒らし 自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 脱衣場狙い その他

望月警察署
管内

0
（0）

0
（2）

0
（6）

0
（1）

0
（0）

0
（0）

0
（1）

2
（4）

4
（19）

立科町 0
（0）

0
（0）

0
（4）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

2
（7）

■ 立科町の気象 （3 月1日〜3 月31 日）
気温 降水量 降水量

（1月〜3月計） 日照時間平均気温 最高極日 最低極日
今年 2.9℃ 22.6℃／20日 -6.6℃／12 日 121.0mm 196.0mm 153.1時間

最近10年間の平均 2.8℃ 22.6℃／10年 -10.4℃／04 年 70.3mm 317.5mm 198.7時間

種別 3 月中救急出動件数 1月からの件数
急病 13 47

交通事故 3 4
一般負傷 4 18
その他 2 6
合計 22 75

種別 3 月中火災件数 焼損面積 1月からの火災件数
建物火災 1 8㎡ 1
車両火災 0 0㎡ 0
林野火災 0 0㎡ 0
その他火災 0 0㎡ 0

合計 1 8㎡ 1

■ 火災

■ 救急
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佐
久
広
域
連
合
職
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

町
営
住
宅
女
神
湖
団
地
・

真
蒲
団
地
入
居
者
募
集

募
集
期
間

平
成
22
年
５
月
10
日（
月
）～
17
日（
月
）

募
集
内
容

●
女
神
湖
団
地

公
営
住
宅
２
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

立
科
町
大
字
芦
田
八
ヶ
野
１
０
０
６

入
居
世
帯
の
収
入
に
応
じ
て

１
万
４
３
０
０
円
～
／
月

●
真
蒲
団
地

公
営
住
宅
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

立
科
町
大
字
山
部
９
９
３- 

１

入
居
世
帯
の
収
入
に
応
じ
て

２
万
１
０
０
０
円
～
／
月

入
居
資
格

・
世
帯
合
計
所
得
15
万
８
０
０
０
円
以
下
／
月

・同
居
親
族
が
あ
り
、現
在
住
宅
に
困
窮
す
る
方

・
税
金
及
び
各
種
納
入
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

注
）所
得
と
は
公
営
住
宅
法
に
基
づ
き
、控
除
を

行
っ
た
後
の
金
額
で
す
。

※
今
回
２
団
地
を
同
時
募
集
し
ま
す
が
、
一
世

帯
で
ど
ち
ら
か
１
団
地
の
み
の
応
募
と
し
ま

す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、抽
選
会
を
行
い
、

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
み
先
　
建
設
係

平成22年度●
採
用
内
容
（
原
則
と
し
て
平
成
22
年
10
月
１

日
以
降
採
用
）

看
護
職
員
（
中
級
）
　
若
干
名

●
要
　
件

昭
和
34
年
４
月
２
日
～
平
成
元
年
４
月
１
日

生
ま
れ
、
准
看
護
師
・
看
護
師
の
資
格
有

現
在
、
佐
久
地
域
広
域
市
町
村
圏
内
の
医
療

機
関･

施
設
に
正
規
職
員
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
者
は
原
則
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

●
試
験
の
日
時
・
場
所

平
成
22
年
７
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
～

佐
久
広
域
連
合

●
受
付
期
間

平
成
22
年
５
月
20
日
～
６
月
17
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

郵
送
の
場
合
は
、
６
月
17
日
消
印
有
効

●
受
験
手
続

・
受
験
申
込
書
（
本
人
記
入
の
こ
と
）

・
最
終
学
歴
の
学
業
成
績
証
明
書

・
受
験
資
格
に
免
許
を
有
す
る
者
は
免
許
証
の

写
し

※
受
験
申
込
書
は
佐
久
広
域
連
合
事
務
局
で
交

付
し
ま
す
。

不
明
な
点
は
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

佐
久
広
域
連
合
佐
久
市
取
出
町
１
８
３
番
地

電
話
　
０
２
６
７
（
62
）
７
７
２
１
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9日（日） 川西赤十字病院 望　月 0267-53-3011
小諸南城クリニック 小諸市 0267-26-5222
佐藤外科医院 小諸市 0267-22-0334
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

16日（日）高橋医院 望　月 0267-53-2366
甘利医院 小諸市 0267-22-0729
鳥山クリニック 小諸市 0267-26-0308

23日（日）岡田医院 望　月 0267-53-2123
田村医院 小諸市 0267-22-0048
鈴木医院 小諸市 0267-26-1212
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

30日（日）おがわクリニック 望　月 0267-53-0162
高橋内科医院 小諸市 0267-23-8110
小岩井整形外科 小諸市 0267-26-6788

6月
6日（日） 国保浅科診療所 浅　科 0267-58-2100

須江医院 小諸市 0267-22-2060
佐々木医院 小諸市 0267-22-0503
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

緊急当番医については、予告なく変更する場合がありますので、有線放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。
休日・夜間における医療機関等の情報提供　フリーダイヤル 0120-890-421

◆医科〈午前9時〜午後5時〉
9日（日） 歯科中島医院 御代田町 0267-32-2016

16日（日） 藤巻歯科医院 小諸市 0267-23-6411

23日（日）土屋歯科クリニック 望　月 0267-54-2317

30日（日）瀬川歯科クリニック 軽井沢町 0267-45-8888

6月
6日（日） 高橋歯科医院 小諸市 0267-23-2723

◆歯科〈午前9時〜正午〉

■ハートフルケアたてしな TEL 56-1955 有線 4501
■白樺高原総合観光センター TEL 55-6201
■中央公民館（事務室） TEL 56-2311 有線 4000
■たてしな人権センター TEL 56-0059 有線 5936
■こども未来館（児童館） TEL 56-0248 有線 8888

■老人福祉センター TEL 56-1825 有線 4091
■立科町体育センター TEL 56-3373 有線 3008
■たてしなの里「権現の湯」 TEL 56-0606 有線 4126
■ふるさと交流館「芦田宿」 有線 4050
■立科町交流促進センター TEL 51-4151 有線 4200

【お問い合わせは】立科町役場　TEL 56-2311 FAX 56-2310　有線2311

月町民カレンダー
５
月
の
納
期

介護保険料：普通徴収（第２期）
軽自動車税（全期）

行事予定 保　　健

5月7日（金） 赤ちゃん相談室：H22.2月生

14日（金） ポリオ　1回目：H21.7月〜12月生
2回目：H21.1月〜 6月生

15日（土） 第24回蓼北バレーボール大会
17日（月） 肺がんCT検診：40歳以上
18日（火） すくすく教室：H21.10月〜11月生

21日（金） 無料法律相談　午後1時30分〜午後4時30分
（老人福祉センター） 1歳半児健診：H20.8月〜10月生

24日（月） 肺がんCT検診：40歳以上
26日（水） 公開保育（千草保育園）午前10時〜午前11時 2歳児おひさま広場1回目：H19.11月〜H20.4月生
27日（木） 公開保育（若草、三葉保育園）午前10時〜午前11時
28日（金） 第14回町長杯ゲートボール大会 子育て相談（言葉の相談）
31日（月） 肺がんCT検診：40歳以上

6月2日（水） 赤ちゃん相談室（母乳相談）：H22.3月生
6月4日（金） すずらん学級ゲートボール大会

5
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蓼科ふれあいセンター床張替工事竣工
長野大学生と交流

4月17日（土）、交流促進センター「耕福館」にて、長野大
学環境ツーリズム学部の1年生と教員総勢94名が、生きる
力を学び育む「観郷ウォークたてしな」を体験しました。こ
の体験交流は、昨年12月に締結された「長野大学地域連携
センターと立科町商工会との連携に関する協定」に基づい
て実施されました。

NEWS
立科町の輝くニュース

フラッシュ
★★

★

蓼科ふれあいセンターの体育館床張替工事竣工に伴い、４
月12日（月）、地元蓼科地区で記念大会が開催されました。区
の有志が集まりソフトバレーボールや卓球が行われ、爽やか
な汗を流しました。同センターは学生合宿などの利用が多
く、町民の方の積極的な活用を呼びかけていました。

郷土芸能　外倉獅子 山部の「こいのぼり」

４月１８日（日）、山部「十日会」により「こいのぼり」
と「のぼり」の飾りつけが行われました。

番屋川沿いに飾られたこいのぼりは気持ち良さそうに泳
いでいました。

４月１７日（土）、１８日（日）の２日間、外倉駒形神社にて、
郷土芸能の獅子舞が行われました。

大勢の観衆のもと、三頭の獅子やおかめ役などを地元の
小学生が立派に務め、大きな拍手が送られていました。

子どもわんぱく劇場 スポーツ少年団開講式

４月４日（日）、権現山体育センターにて、スポーツ少年団
の開講式が行われました。野球部、剣道部、柔道部、バレー
ボール部の団員１０５名は、これから活動を共にする仲間た
ちと期待に胸を膨らませ、各部代表者による団員綱領の唱
和を行い、一年間の決意を誓い合いました。

３月２６日（金）、児童館にて、子どもわんぱく劇場が開催さ
れました。今回は舞台の楽しさを知ってもらうために、「犬
とねことめんどりの話」と題し、劇団ちろりんの皆さんによ
る人形劇を上演しました。春休みのひととき、未満児から小
学生まで総勢１３１名の皆さんは、楽しい時間を過ごすことが
できました。
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千草保育園（入園児 19名） 若草保育園（入園児 15名）

楽しい毎日がまっているね。 素敵なお迎えをしてもらいました。

三葉保育園（入園児 12名） 立科中学校（入学生 79名）

お友達たくさんできるかな。 初々しき制服姿、眩しいです。

蓼科高等学校（入学生 95名）

今日から青春まっしぐら！　

NEWS
立科町の輝くニュース

フラッシュ
★★

★

入園・入学おめでとうございます
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